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9／14●申込締切

第 2 回

月

13：00~（開場 12:30）
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（東北公益文科大学 公益学部 経済・
経営コース　教授）

武田薬品工業、富士フイルム等での勤務の後、日本
経済大学・同大学院経営学研究科准教授、現大学
准教授を経て 2025年より現職。庄内地域を中心と
した地元企業と高校を巻き込み、産学連携の商品
開発を実施する。

お
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　当日は、東北公益文科大学公益学部の広崎先生より、「産学連携による地域資源を活
用した新商品開発」と題してご講義いただきます。講義後は、第１回食品ビジネスマッ
チング会で出された新たなプロジェクトのテーマごとに、新商品や新サービスの開発を
検討するワークショップを開催いたします。県内の農林水産物を活用した新商品・新サー
ビスの開発、事業者や地域の壁を越えた取組に興味のある方はぜひ、ご参加ください。
　会終了後には、個別相談も受け付けますので、申込時にお知らせください。（現地に
て先着２組まで。３組目以降の申込は別途相談日を調整いたします。）

※ご希望の事業者には、県産農林水産物を活用した商
品開発や販路開拓の相談、YFPへの参加相談など、個
別相談を実施いたします。なお、現地での相談は申込
順で先着 2組まで、3組目以降の事業者は別途相談日
を調整させていただきます。
（要予約・16:00~16:45を予定）

持続的な食料システムの構築に向けて、
県産農林水産物を活用した
新商品・新サービスを開発しよう！
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令和８年度山形県地域型食品企業等連携促進事業
（Yamagata Food Project【YFP】）

マッチング会



※複数名でご参加の場合は、参加者全員の氏名をご記入ください

（例）○○市のさくらんぼ、○○地域で生産振興に取り組むさつまいも、ジュース搾汁後の残渣

※ご希望のチームを第３希望までご記入ください。

担当：折笠、佐々木、角頼、菅原
おりかさ ささき かくらい すがわら

Mail： FAX：03-5276-5457  菅原携帯：090-1050-6132
TEL：03-5213-4534
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地域資源や未利用資源を活用した
新商品・新サービスを検討するワークショップ

オンライン参加ご希望の方は
チェックをお願いします。

個別相談ご希望の方は
チェックをお願いします。 個別相談を希望します

オンライン参加

（　　）①水産　（　　）②さつまいも等加工品　（　　）③ブランド豚　（　　）④米沢牛　（　　）⑤果樹

閉会・次回のご案内

常時、個別相談を受け付けておりますので、お気軽にお問い合わせください。

第 2回食品ビジネスマッチング会  参加申込フォーム

今年度生まれたプロジェクトの内容を発表する中間報告会は 10/1（木）を予定

水産物を活用した商品の加工や
流通・販売について議論すると
ともに、未利用魚の活用も検討し
ます。

①水産物チーム

さつまいも×スイーツ等、様々な
農産物と加工品を組み合わせた新
商品の開発と将来的なシリーズ化
や、サービスの開発を目指します。

②さつまいも等を
活用した加工品等
開発チーム

あべファームのブランド豚を活
用した新商品やその豚ぷんを活
用した農産物の生産等を検討し
ます。

③ブランド豚
チーム

飯豊産米沢牛を活用した新商品
開発を検討し、ブランド全体の価
値の向上を目指します。

④米沢牛チーム

規格外果実等を活用し「食べられる保
冷剤」としても活用できる冷凍ゼリー
等、土産店や道の駅等での取扱いを目
指し、新商品開発を検討します。

⑤果樹チーム

講義「産学連携による地域資源を活用した
新商品開発」
（東北公益文科大学 公益学部 経済・経営コース
教授　広崎先生）

新たなプロジェクトごとに、新商品や新サービスの
開発について、検討・議論します。

個別相談会（名刺交換会）

前回までの振り返り（YFP事務局）

次の二次元コードを読み取り、
必要内容をお申し込みください。

以下フォームに記入し、
本申込用紙を送付ください。

以下のアドレス宛に
必要情報をご連絡ください。

活用したい
地域資源・
未利用資源

その他・
ご要望等

連絡先

参加ご希望の
チーム

企業名・団体名

担当者氏名 部署名・
お役職


